
世界初！地球規模の土壌生物多様性と 

土壌生物への危機を示した地図を公表 
 
 
 
 

 
 
 
【グローバル土壌生物多様性アトラスの特徴】 

本アトラスは欧州委員会中央研究所と 70 を超す機関、数百人の関係者によって作成され、

土壌生物の多様性、地理分布、土壌生物によって供給される生態系機能やサービスについ

て解説し、土壌生物の多様性を脅かすさまざまな危機について注意を呼びかけている点が

重要です。不適切な土地利用管理（森林破壊や開発への転用）、農業システム、過放牧、森

林火災、水管理（灌漑や排水）、草原や森林から農地への転換などが土壌炭素を急速に減少

させ、地球温暖化を間接的に早めます。このアトラスは、間違った土壌管理が気候変動の

悪影響を拡大し、農業生産を低下させ、地下水の水質の悪化や汚染を引き起こすことを示

し、土壌の健全性を直接、間接的に考慮する政策によって土壌の生物多様性を守り、その

ことで持続的な利用を可能にするための方法を提案しています。 

【Global Soil Biodiversity Atlas】 
http://bookshop.europa.eu/en/global-soil-biodiversity-atlas-pbLBNA27236/?CatalogCate
goryID=aLoKABstwUAAAAEjqpEY4e5L 
冊子体: ISBN 978-92-79-48169-7, ISSN 1018-5593,doi:10.2788/799182,  
オンライン版: ISBN 978-92-79-48168-0, ISSN 1831-9424, doi:10.2788/2613 
 
日本からは金子教授のほかに、日本土壌動物学会や日本放線菌学会の会員から文章や写真

を提供して、編集に協力しました。 
なお、関連する国際学会「第 17 回国際土壌動物学会議」が 8 月 22-26 日に奈良市で開催さ

れ、本アトラスの紹介もあります。 
http://soilzoology.jp/icsz_ica2016_jp/ 
8 月 26 日の公開シンポジウムは入場無料・申込不要で、ご自由にご参加いただけます。 
 

是非ともグローバル土壌生物多様性アトラスについてご取材をお願いいたします。 

 

〒240-8501 横浜市保土ケ谷区常盤台 79-1 

●横浜国立大学大学院環境情報研究院の金子信博教授（日本土壌動物学会）が編集に参加し

た、世界で初めて地球規模で土壌生物の多様性とその働き、そして危機の状況をまとめた

Global Soil Biodiversity Atlas（グローバル土壌生物多様性アトラス）が刊行されました。 
●このアトラスは土壌の生息環境と、私たちの足の下に住む土壌生物の多様性について説明

し、土壌生物多様性への危機（外来種、汚染、まちがった土地管理や気候変動）についても

注意を呼びかけています。そして、持続可能な土壌管理への解決策を提案しています。 
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EC 共同研究所（JRC）のプレスリリース添付資料（翻訳：金子信博） 
ブリュッセル  2016 年 5 月 23 日 

地球規模の土壌生物多様性と土壌生物への危機を初めて示した地図を公表 
 世界で初めて、地球規模の土壌生物多様性地図が完成しました。この惑星の寡

黙なエンジンであり、私たちの食糧の 98％を供給してくれる土壌に生息する生物

たちへの賛辞です。欧州委員会共同研究所から発行されたこの地図は、ナイロビ

で 5 月 25 日から始まる第２回国連環境総会のサイドイベントで紹介されました。 
 チボー・ナブラクシクス欧州委員会長官（教育・文化・青年・スポーツ担当、

中央委委員会責任者）は、「この地図はばらばらにある土壌生物多様性に関する知

識を集約するのにとても有効です。この厖大な科学的知識のおかげで、土壌保全

は大きな声となるでしょう」と述べました。 
 さらに、環境、海事・漁業担当長官のカルメニュ・ヴェラは「この地図は、2020
年までに生物多様性と生態系サービスの消失を止めようという EU 生物多様性戦

略と、持続可能な食料生産と土壌劣化の防止を目指す持続可能な開発の 2030 年

目標に大きく寄与するでしょう。もちろん、地球規模土壌生物多様性イニシアチ

ブにも」と言っています。 
地球規模土壌生物多様性アトラス 
 このアトラスは土壌の生息環境と、私たちの足の下に住む土壌生物の多様性に

ついて説明しています。それと同時に、土壌生物多様性への危機（外来種、汚染、

まちがった土地管理や気候変動）についても注意を呼びかけています。そして、

持続可能な土壌管理への解決策を提案しています。 
 この本は、欧州委員会中央研究所と 70 を超す機関、数百人の関係者によって

作成されました。土壌生物の多様性、地理分布、土壌生物によって供給される生

態系機能やサービスについて解説しています。もっとも重要なことは、非常にた

くさんある土壌生物多様に関する危機について注意を呼びかけている点です。そ

れらは、不適切な土地利用管理（たとえば、森林破壊や開発への転用）、農業シス

テム、過放牧、森林火災、水管理（灌漑や排水）であり、草原や森林から農地へ

の転換が土壌炭素を急速に減少させ、地球温暖化を間接的に早めることなどです。 
 このアトラスは、間違った土壌管理が気候変動の悪影響を拡大し、農業生産を

低下させ、地下水の水質の悪化や汚染を引き起こすことを示しています。土壌の

健全性を直接、間接的に考慮する政策によって土壌の生物多様性を守り、そのこ

とで持続的な利用を可能にするための方法を提案しています。 
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パートナー 
 欧州委員会から共同研究所がこの地図作成を主導しましたが、編集委員会には、

マンチェスター大学、世界農業センター国際農業研究コンサルティンググループ、

カナダ農務・農産食品省、ヴィゴ大学、フランス開発研究所、ワーゲニンゲン大

学、オランダ生態学研究所、ロンドン自然史博物館、コロラド大学、レディング

大学、ルンド大学、ハーパーアダムス大学、北アリゾナ大学、ホッヘンハイム大

学、横浜国立大学、ピエール・マリーキュリー大学、フランス国立農業研究所、

ラブラス大学、ゲッチンゲン大学、西シドニー大学、そして、コロラド州立大学

が参加しました。 
土壌：食料と生命の基盤 
 グローバルな食の安全保障は、私たちの食料の 98%を供給する私たちの足の下

の生物に支えられています。穀物の生産や家畜の成長は土壌の肥沃度に依存して

おり、土壌は土壌に生息する生物間の相互作用によって調整されています。 
土壌には１平方メートルあたり１万種にもおよぶ多様な生物が生息しています。

１グラムの土壌には数百万個、数千種の細菌が住んでいます。土壌生物は炭素の

貯留、養分循環、植物の種多様性のような重要な生態プロセスを支えており、土

壌の肥沃度を保つのに重要な働きをしています。 
土壌の生物多様に関する既存の政策 
 欧州委員会は「土壌戦略」で EU における統一的な方針を設定しています。国

連ではパリの気候変動会合、持続可能な開発目標、グローバル土壌パートナーシ

ップが土壌と土壌生物の重要性について強調してきました。現時点では、土壌生

物の多様性を保全する法制度を持つ国はありません。 
アトラスの入手法 
 デジタル版は無料で、JRC, GSBI, EU Bookshop からダウンロード可能です。

冊子版は EU Bookshop から購入できます。 
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      GSBA 表紙                       ヤスデ、トビムシ、ダニ、アナグマ 
 

 
土壌生物への脅威を示す図 
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